
第2難燃物焼却工程設備の実証試験
-ドラム缶換算5千本処理に至るまでの 設備運転上の課題及び改善–

第2難燃物焼却設備プロセスフロー

第2難燃物焼却設備の外観

処理効果
減容率：1/23

MOX燃料の研究開発の過程で発生する可燃性及び難燃性（含塩素）の放射性廃棄物を焼却処理して減
容安定化を図るため、第2難燃物焼却設備の実証運転試験を実施している。本設備はα核種を扱うため
に灰取扱い部をグローブボックスに包蔵しており、それ以外のHEPAフィルタまでのプロセス設備・配
管もグローブボックスと同等の包蔵性を有する構造になっている。また、難燃物を焼却することによ
り発生する塩化水素等の腐食性ガスによる腐食を防止するため、耐食性材料を使用する等の対策を実
施している。

第2難燃物焼却設備は世界で唯一α核種を含む難燃性の放射性廃棄物の焼却処理が可能であり、実証
試験の知見については、原子力学会をはじめ国内外で発表実績がある。

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

0

100

200

300

400

500

600

700

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

累
積
処

理
本
数
（
本
）

（
20
0
ℓ
ド
ラ
ム
缶
換
算
）

年
間
処
理
本
数
（
本
）

（
20
0
ℓ
ド
ラ
ム
缶
換
算
）

年度

：難燃物

：可燃物

：累積処理量

2002年に実証試験を開始して以来、設備に
係る各課題の対策を実施することで、5,000
本（200ℓドラム缶換算）の処理を達成。

2019年7月末：累積処理量5,704本達成
（200ℓドラム缶換算）

治具を開発して除去

配管内に堆積物が発生
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堆積物XMA測定結果

成分を分析して発生原因を調査

・堆積物の成分分析の結果、亜鉛及び鉛塩化物の存在が確認された
ため、亜鉛と鉛を含む廃棄物の焼却を制限した。

・治具を利用して堆積物を除去することで配管の解体が不要となっ
た。

外部発表案件の一例
(1)設備運転条件（管理値）の最適化
(2)揮発性塩化物の堆積物による配管閉塞

事象対策
(3)揮発性塩化物の析出に対するセラミッ

クフィルタ長寿命化策
（文部科学大臣賞受賞）

堆積物による配管閉塞事象

対策

配管を解体しての堆積物
除去作業（従来の方法）


